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★ 「ＴＯＫ（Theory of Knowledge，知の理論）」って何だろう？ 

「知識」って何？ 

「知ること」とはどういうこと？ 

どうやって我々は「知っていく」のだろう？ 

これが TOK で学ぶことだ。 

学び終えたとき、君たちには全く新しい地平が見えてくるに違いない。 

 

・ 国際バカロレアのカリキュラムの１つである「ディプロマ・プログラム（ＤＰ，16 歳～19

歳までを対象）」の中にある科目です 

・ 「知識」について，異なる角度やさまざまな視点から，見たり，考えたりする科目です 

・ 「ＴＯＫ」を学ぶ内容は，常に次の２つの問いが出てきます 

① 「私（たち）は知っている」というとき，それはどのようなことを意味するのか？ 

② その知識は，何に基づいているのか？ 

 

★ 「知識」って何だろう？ 

 Work 1  （個人ワーク） 

何も見ずに，３分間で世界地図を描いてみよう。 

Work 1 について 
◆この個人ワークについては，授業開始直後に行う。 
 
○日本人が書く地図は，一般的に太平洋が中心になっている。 
○たぶん日本が一番細かく，中には知多半島と渥美半島まで書いている生徒もいるだろう。＜

そんなことを聞いてもよい。＞ 
 
□ Work 1 を行う（３分） 

→地図をグループ等で見たり，机間指導のところで感じた特徴を教員が言いなが 
ら自分の地図を見直させたりする 

→Work 2 へ 
 
Work 2 について 
◆グループワークでは必ず司会者（と記録者と発表者）を決める。 
◆また，グループワークの内容を発表させるために，正副担で机間指導を行う。 
◆グループワークの発表については，すべてのグループが発表できる時間があればよいが，場

合によっては発表グループをピックアップしたり，教員がどのような意見があったかまとめ
ていったりするとよい。 

 
○このワークは，Work 1 で書いた自分の地図と，また提示された２つの地図との違いを通し

て，Note 1「視点について」を気づかせるためのものである。 
○内容に関するコメント例は，次のページに記入してある。 
 
□ Work 2 を行う（３分） 

→グループの意見を全体で共有する 
→Note のまとめへ 

「ＴＯＫ」入門(1) イントロダクション 
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 Work 2  （グループワーク） 

映し出された地図を見て，話し合ってみよう。 

 

１ ①②は誰が書いた地図？  

＜二人とも半田高校に来ていた人だと説明してよい。＞ 

①はＡＬＴで見えていたウィル先生  ②は留学生で来ていた生徒 

 

２ 自分たちの書いたものとどう違う？ 

①は大西洋が中心で，カリブ海の島が細かく，特にジャマイカがしっかり書かれている。  

②もやはり大西洋が中心で，アメリカ近辺は他よりもある程度正しく表現されている。（ただし、 

彼女の出身であるカリフォルニア半島はかかれていないが。） （下に続く。） 

 

３ なぜ違う？ 

また，①・②とも日本に来ているため日本が描かれており、さらに①では，日本がある程度正 

しくかかれている。 

 

 

 

 Note  

１ （① 視点 ）（perspective）について 

人それぞれに視点が異なる 

・ 個人的視点 …例 年齢，男女，育った場所 

・ 文化的視点 …例 日本人，キリスト教文化 

 

だから，国際的な人間になるために 

(1) （② 心 ）をオープンにすること 

自分の考えにとらわれていると，一つの視点からしか見えない 

(2) よく（③ 尋ねる ）こと 

知らないことをそのままにすると偏見につながる。理由を探る。 

(3) （④ 違った視点 ）から一度見てみること 

地図のとおりで，みんな生まれ育った場所の影響を受けている。 

心の中にどんな地図を描いているのか想像してみることが重要。 
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２ 知識に関する主張（knowledge claim）の考え方を身に付けておこう 

 

実は，英語圏でも knowledge claim は目新しい言葉らしいです。TOK 独特の言葉で

す。でも，これは TOK の基本になる言葉なので覚えておきましょう。日本語で「⑤ 

～と知っている 」と言えることすべて，knowledge claim と言えるのです。 

例：アインシュタインが相対性理論を発表した（ことを知っている）。 

東京土産の「東京○○○」がおいしい（ことを知っている）。 

  私はお母さんに愛されている（ことを知っている）。 

  私はギターが弾ける。（＝弾き方を知っている） 

 

 

 Work 3  （グループワーク） 

「私は～を知っている」と書けるもの（「私は」も「知っている」も省略してよい）を一人５個以

上あげてみよう。 

・要するに，言い切り（断定）の形ならば，何でも OK では？ 

→ほぼそのとおり。命令，疑問，勧誘のような形をとったものは当然だめ。 

 

 

 

 Note  

３ 知識を分類してみると(*c) 

(1) 内容によって３つに分類すると 

・ （⑥ 実践的知識 ）（practical knowledge） 

例 バイオリンの弾き方を知っている 

自転車の乗り方を知っている 

方法は知っているが，それを自分がどのように行うのか伝えにくいもの。 

・ （⑦ 知覚知 ）（knowledge by acquaintance） 

例 あったことのある人を知っている 

味わった味を知っている   その他，行ったことのある場所を知っている 

直接体験を通じて得られるもの。 

・ （⑧ 事実的知識 ）（factual knowledge） 

例 浮力の法則を知っている 

西南戦争の原因を知っている 

真実だと信じている知の集まり。 
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(2) 所有の仕方で２つに分類すると 

・ （⑨ 個人的な知識 ）（personal knowledge） 

例 お兄さんのおへそのそばのほくろを知っている 

 

・ （⑩ 共有された知識 ）（Shared knowledge） 

例 １１３番元素がニホニウムとなったのを知っている 

 

 

 

 

 

個人的知識は，話したり書いたりすることで共有された知識になる。一方，共有された知識は，

聞いたり読んだりすることで個人的な知識になる。だから一人の発見が人類の財産になったりす

る。 

共有された知識にも大きさがあり，「我が家の家訓は○○です」のような家族で共有しているよ

うなほぼ個人的な知識もあれば，「ワシントン条約では希少動物の取引が禁止されています」のよ

うな人類全体で共有された知識もある。 

 

 

第１限のまとめ 

 

１ 我々はそれぞれ別の視点（perspective）をもつ。個人的視点，文化的視点が違

うからである。 

２ 知識について，内容について分類したり所有者について分類したりできる。特に

個人的知識は集団的知識と互いに交流している。 

 

  

個人的知識 共有された知識 


